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	保育園での投薬についての注意事項
	１．医師の処方薬のみ投薬します。
	２．薬剤情報提供書（薬の説明）を添付してください。
	３．くすりは１回分ずつ小分けにしてください。
	４．座薬の使用は原則として行いません。
	５．保育者による症状の判断が必要な場合は投薬できません。
	６．医師による処方期間ごとに「投薬依頼書」を提出してください。
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